保育 (ほいく)園 (えん)で薬 (くすり)を預 (あず)かるときの注意 (ちゅうい)事項 (じこう)

＊重要 (じゅうよう)な確認 (かくにん)事項 (じこう)です。よくお読 (よ)みいただき、ご不明 (ふめい)な点 (てん)がありましたら、遠慮 (えんりょ)なく保育 (ほいく)園 (えん)までお問 (と)い合 (あ)わせください。

１、お子 (こ)さんの薬 (くすり)は、本来 (ほんらい)、保護者 (ほごしゃ)が登園 (とうえん)して与 (あた)えていただくのが基本 (きほん)です。
診察 (しんさつ)を受 (う)けるときは、お子 (こ)さんが現在 (げんざい)○時 (じ)から○時 (じ)まで保育 (ほいく)園 (えん)に在園 (ざいえん)していることと、保育 (ほいく)園 (えん)では原則 (げんそく)として薬 (くすり)の使用 (しよう)ができないということを、必 (かなら)ず主治医 (しゅじい)にお伝 (つた)えください。症状 (しょうじょう)によっては、朝 (あさ)と夜 (よる)だけの薬 (くすり)を処方 (しょほう)してくれることがあります。ご協力 (きょうりょく)をお願 (ねが)いします。
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しかし、やむを得 (え)ない理由 (りゆう)で保護者 (ほごしゃ)が与 (あた)えることができないときは、保護者 (ほごしゃ)と保育 (ほいく)園側 (えんがわ)で話 (はな)し合 (あ)いの上 (うえ)、保育 (ほいく)園 (えん)の担当者 (たんとうしゃ)が保護者 (ほごしゃ)に代 (か)わって与 (あた)えることがあります。この場合 (ばあい)は、薬 (くすり)と必要 (ひつよう)事項 (じこう)を記入 (きにゅう)した「連絡票 (れんらくひょう)」を保育 (ほいく)園 (えん)に手渡 (てわた)してください。
（投薬 (とうやく)は、本来 (ほんらい)、医療 (いりょう)行為 (こうい)であり、医師 (いし)や看護師 (かんごし)および保護者 (ほごしゃ)以外 (いがい)の第三者 (だいさんしゃ)が行 (おこな)うことは、薬事法 (やくじほう)・医師法 (いしほう)などで法的 (ほうてき)に禁止 (きんし)されています）

２、薬 (くすり)は、お子 (こ)さんを診察 (しんさつ)した医師 (いし)が処方 (しょほう)し調剤 (ちょうざい)したもの、または、その医師 (いし)の処方 (しょほう)によって薬局 (やっきょく)で調剤 (ちょうざい)したものに限 (かぎ)ります。薬局 (やっきょく)などで個人的 (こじんてき)に購入 (こうにゅう)した薬品 (やくひん)（個人 (こじん)で購入 (こうにゅう)した漢方薬 (かんぽうやく)や民間 (みんかん)療法 (りょうほう)により扱 (あつか)われるものを含 (ふく)む）は、保育所 (ほいくしょ)では与 (あた)えることができません。

３、保護者 (ほごしゃ)の個人的 (こじんてき)な判断 (はんだん)で持参 (じさん)した薬 (くすり)は、保育 (ほいく)園 (えん)としては対応 (たいおう)できません。たとえば、以前 (いぜん)、同 (おな)じような病気 (びょうき)にかかったときに医療 (いりょう)機関 (きかん)から処方 (しょほう)された薬 (くすり)や、兄弟 (きょうだい)・姉妹 (しまい)など本人 (ほんにん)以外 (いがい)に対 (たい)して処方 (しょほう)された薬 (くすり)は保育 (ほいく)園 (えん)では与 (あた)えることはできません。

４、解熱剤 (げねつざい)は、強度 (きょうど)のショック症状 (しょうじょう)を起 (お)こす場合 (ばあい)があるので与 (あた)えることはできません。特別 (とくべつ)な事情 (じじょう)でやむを得 (え)ず、使用 (しよう)しなければならない場合 (ばあい)は、医師 (いし)からの具体的 (ぐたいてき)な指示書 (しじしょ)を保育 (ほいく)園 (えん)に渡 (わた)してください。薬 (くすり)を与 (あた)える場合 (ばあい)は、その都度 (つど)、保護者 (ほごしゃ)にご連絡 (れんらく)いたします。

５、「熱 (ねつ)が出 (で)たら飲 (の)ませる」「咳 (せき)が出 (で)たら飲 (の)ませる」「発作 (ほっさ)が起 (お)きたら飲 (の)ませる」というように、症状 (しょうじょう)を判断 (はんだん)して薬 (くすり)を与 (あた)えることは、原則 (げんそく)としてできません。そのような必要性 (ひつようせい)が生 (しょう)じた場合 (ばあい)は、その都度 (つど)、保護者 (ほごしゃ)に連絡 (れんらく)します。

６、慢性 (まんせい)の病気 (びょうき)（気管支 (きかんし)喘息 (ぜんそく)・てんかん・糖尿病 (とうにょうびょう)・アトピー性 (せい)皮膚炎 (ひふえん)などのように、経過 (けいか)が長引 (ながび)くような病気 (びょうき)）の投薬 (とうやく)や処置 (しょち)については、保育所 (ほいくしょ)保育 (ほいく)指針 (ししん)（厚生 (こうせい)労働 (ろうどう)省 (しょう)局長 (きょくちょう)通知 (つうち)）の中 (なか)で、子 (こ)どもの主治医 (しゅじい)または嘱託医 (しょくたくい)の指示 (しじ)に従 (したが)うと書 (か)いてあります。実際 (じっさい)に薬 (くすり)を子 (こ)どもに与 (あた)える場合 (ばあい)は、投薬 (とうやく)期間 (きかん)、投薬 (とうやく)方法 (ほうほう)等 (とう)について、医師 (いし)の指示書 (しじしょ)が必要 (ひつよう)です。
投薬 (とうやく)や処置 (しょち)のしかたについては、定期的 (ていきてき)に保護者 (ほごしゃ)と保育 (ほいく)園 (えん)の間 (あいだ)で確認 (かくにん)をします。

７、持参 (じさん)する薬 (くすり)について
　①医師 (いし)が処方 (しょほう)した薬 (くすり)には必 (かなら)ず「連絡票 (れんらくひょう)」を添付 (てんぷ)してください。
「薬剤 (やくざい)情報 (じょうほう)提供書 (ていきょうしょ)」がある場合 (ばあい)には、そのコピーも添 (てん)付 (ぷ)してください。
　②使用 (しよう)する薬 (くすり)は1回分 (かいぶん)の分量 (ぶんりょう)にして、本日分 (ほんじつぶん)のみを渡 (わた)してください。
（医師 (いし)から指示 (しじ)された以外 (いがい)の変則的 (へんそくてき)な与 (あた)え方 (かた)はできません）
　③袋 (ふくろ)や容器 (ようき)にお子 (こ)さんの名前 (なまえ)を必 (かなら)ず記入 (きにゅう)してください。

